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 背景

概要
 
本事例集は、ジャカルタ・ジャパン・クラブ(JJC)の人材育成検討コミッティと
インドネシア商工会議所（KADIN INDONESIA）の産業部会の協力のもとで発行さ
れたものです。2023年2月、両者は、インドネシアの人材の質の向上を通じ
て、製造業を中心としたインドネシアの産業の生産性向上を目的とした覚書を
締結しました。本事例集の公表により、企業による人材育成の進展、ひいては
日インドネシア間の関係強化の一助になることが期待される。
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1
 職業能力に関する資格認証制度及び求職者向け実習制度

に関する活用事例集
 ２０２４年９月１９日　

 ジャカルタ ジャパン クラブ（JJC）
 

　今後のインドネシアの経済発展・国際競争力の強化のためには、人材育成は言うまでもなく必
須の取り組みであり、人材の質の向上は、世界全体の脱炭素化、デジタル化、サプライチェーン
の強靭化といった取り組みに直結している。
　企業における人材育成としては、自社の社員に対する人材育成にとどまらず、求職者向け実習
制度（マガン）の活用や、大学生・高校生に職業経験を提供するインターンシップ等の取り組み
を通じて、インドネシア労働市場全体に対する貢献を実施している。
　例えば、労働大臣規程2020年第6号に基づく求職者向けの実習制度は、インドネシアにおける
人材開発と雇用機会の拡大において重要なシステムの一つであるため、大企業のみならず中小零
細企業が広く導入できるよう、ジャカルタジャパンクラブ及びインドネシア商工会議所は、求職
者向け実習制度の普及に取り組んできた。
　さらに、求職者向けの実習制度においても利用されるインドネシア職業能力基準（SKKNI）に
ついては、これまでに800以上の文書が公表され、製造業、サービス業を含め幅広い分野が対象
になっており、SKKNIを含め、職業能力に関する資格認証制度を活用することは、企業における
人材育成において極めて重要である。
　ジャカルタジャパンクラブ及びインドネシア商工会議所は、インドネシア企業及びインドネシ
ア進出日本企業において、職業能力に関する資格認証制度及び求職者向け実習制度をさらに普及
させるため、これらを実際に活用している企業の事例をとりまとめて公表することとした。これ
らの優良事例の水平展開により、企業による人材育成の進展、ひいては日インドネシア間の関係
強化の一助になることを期待する。本資料では、（１）求職者向け実習制度の実施において必要と
なる職業能力に関する資格認証制度の活用事例、（２）社内での従業員の人材育成におけるSKKNI
の活用事例について紹介することを目的としている。
　なお、本活用事例集は、新たな事例を追加していくことにより、さらに充実させていく予定で
ある。
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1. PT Toyota Motor Manufacturing Indonesia（TMMIN)
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(1) 総論

自動車製造に関する製造プロセス（Press Die Maintainance、Press/Stamping、Press
Quality Control、Welding Body、Welding Frame、Welding Quality Control、Painting、
Assembly、Vehicle Inspection、Engine Assembly、Casting、Engine Inspection、Logistic
等）毎に必要な技能を特定。レベル１から９（エキスパート）までの９段階が存在。必要
な技能について、各種能力基準を活用。
SKKK（Standar Kometensi Kerja Khusus：特定作業能力基準）：各機関において策定した
トレーニングプログラムや、産業特有の技能についての基準。（例：SKKK PT. TMMIN）
SKKNI （Standard Kompetensi Kerja Nasional Indonesia：インドネシア国家職業技能適性
標準）: 類似の業界に共通する技能について、政府による認証を経た基準。
SI（Standar Internasional：国際基準）：ISO、IEC等の国際機関により策定された基準。
（例：ISO90001、ISO14001、 TISI (Thai Industrial Standards Institute)）
インプットとして、SKKNI、SKKK、SIを活用し、トレーニングプログラム、能力認証を実
施。
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(２）人材育成に対する貢献
インドネシアの自動車セクターにおけるSKKNIの策定（例：SKKNI ４輪自動車製造プ
ロセス、コードSKKNI　1792020 番号；２０２０年第１７９号.）
能力開発プログラム（工業高校のカリキュラムとの連携、職業訓練プログラムの実
施、従業員の教育）の実施（例：工業高校において、①職場規律等の態度、②産業安
全、５Ｒ、カイゼン等の産業文化、③溶接、組み立て、メンテナンス、検査等の技術
スキルを教育。教師の教育、教育用機器の開発、企業でのインターンシップを実施。）
能力認証（工業高校生徒の認証、職業訓練プログラムの認証、従業員の認証）の実施
（例：既存のSKKNI、社内のSKKK、国際基準の項目から、トレーニングプログラムを
作成、認証を実施。
会社内に、SKKNIに基づく専門職資格認定機関（Lembaga Sertifikasi Profesi: LSP）と
して、LSP TMMINを2017年に設立。

(３) 人事制度への基準認証制度の活用

評価結果については、昇格、昇給、表彰などに活用することを検討中

 各部門で、必要なコンピテンシーのマッピングを行い、トレーニングセンターでスキ
ルレベルをアップ、さらに各部門におけるOJTでスキルの強化を行い、スキル認証を
行う。その上で業務のアサインメントを行う。
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（１）マガン生の選考
（２）学習センター（Learning Center）での実習
             ―企業文化
             ―安全と基本的スキル
             ―オリエンテーション
（３）実技研修（６か月）
             ―OJT/SKKNI及びSKKKに基づくトレーニング
             ―各部署における職業経験
             ―スキルのレベルアップ
             ―企業文化の実践
（４）認証
             ―LSP　TMMINによる認証
（５）実習終了
（※優秀な実習生については採用する場合あり。これまで8割程度の修了生を採用）

（４）マガン制度の活用
年間1000名の求職者・工業高校卒業生をマガン生（実習生）として受け入れ。プロセス
は以下のとおり。
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2. PT. Indonesia Steel Tube Works

(1) 総論

資格認証制度については、人事部門、製造部門等でＳＫＫＮＩを活用。人事評価にもで
きるだけ反映させようとしている。

(2) 人材育成に対する貢献 

社内外の企業によるハードスキル・ソフトスキル研修を実施し、人材育成に貢献しま
す。
タレントマネジメントシステムを確立する。

従業員のパフォーマンスの基準を、SKKNIに基づいて設定。採用及びトレーニングについ
てSKKNIを使用している。採用時及び研修における評価については、SKKNI に従って、会
社独自で評価項目を設定。
さらに、全ての職種には SKKNI 基準が存在。また、SKKNI を人事評価の基準として適用
し、昇給、昇進、福利厚生について決定。例えば、全てのスーパーバイザーとマネージ
ャーは、すでに BNSP によって SKKNIに基づく認証を取得している。
具体的に取得しているSKKNI コンピテンシー ユニットの例: M.701001.035.01 - Merancang  
Program pembelajaran dan pengembangan (学習と開発のためのプログラムの設計)
また、部門向けのハードスキルトレーニング、従業員向けのソフトスキルトレーニング
などの社内トレーニングを毎年実施している。

(3) 人事制度への基準認証制度の活用 

(4)マガン制度の活用

求職者向け実習（マガン）制度では、SMK 卒業生に対して、ISTWにおける作業標準を活
用して実施している。
マガン制度により、実習生はISTWにより提供される新たなスキルによって能力を向上
し、実習後に評価される。
基準を満たした実習生の評価の結果、ISTW からのニーズがある場合、実習生のステータ
スは ISTW の契約社員にアップグレードされる。
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  3. 輸送機器販売業

（１）人事制度への基準認証制度の活用
SKKNI制度を社内で活用。IT等の特定の分野においては、BNSPや、CISCO社等の外部の
資格認証制度も活用。SKKNIを人事面での総合評価に適用される。例えば、年2回実施
される人事評価において、評価の尺度となるコンピテンシーについては、SKKNIを参照
して人事部門が決定する。提携するLSP が存在。

SKKNI ユニット コンピテンシーの活用例

（１）HSE（Hardware Security Engine）セクションのポストにおけるコンピテンシー
は、「SMK 3」(M.7120310.001.01) および「リスク評価」(M.7120310.004.01)。
（２）Fleet Technical Supportにおける必要なコンピテンシーは、「製品知識」（日野自動
車における社内基準）。
（３） 「自動車工学」（OTO.KR10.009.03 および OTO.KR10.015.03）。
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  4. 小売業

（１）総論

Ø資格認証制度については、スーパー内の部門ごとにスキルプログラムを作成している。
日本では存在していたが、インドネシアに合わせた手直しを行った上での導入を進めてい
る。今後とも分野の拡大を行っていきたい。資格を取得した場合は、給与面での反映を進
めていく。

（２）マガン制度の活用

マガンの受け入れは、2018年から本格的にスタート。高卒の求職者に、レジやデリカ製
造、ネットスーパーのピッキングなどの作業をお願いしてきた。当初、正社員等を採用す
ることのリスクを考えて導入したが、最初はうまくいかなかった。そのため、３か月に一
度試験を行い、４段階のレベル分けを実施。４段階目になるとほぼ最低賃金と同等の手当
が出る制度になっている。現在では制度も安定し、実習終了後の採用にも結び付いてい
る。マガン生の募集は、地元の高校２～３校と連携して実施している。
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5. PT.Dharma Polimetal Tbk (DP)

（１）求職者向け実習（マガン）プログラム

Dharma Polimetal 社は毎年マガンプログラムを実施。このプログラムにより、求職者
と職業専門学校の卒業生に対して、実際の仕事を経験する機会を与えることができ
る。
求職者向け実習（マガン）において実施する科目は、Dharma Polimetal社内部の技能
標準と、SKKNIを参考にして設定している。実習は６か月間実施し、プログラムの最後
に技能に関する試験を行う。試験はDharma Polimetal社内の技能検定場で行う。
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マガンのプロセスのフロー

(2)PT. Dharma Polimetal Tbk (DP)の求職者向けの実習制度（マガン）       
プログラム 
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溶接技能の事例

プレス技能の事例

Dharma Polimetal 社 では、PPIC(生産、計画と在庫管理)の技能リストを、SKKNIに参考
に作成中。PPICに関連する技能はとしては、配送おコントロール、完成品倉庫、PPC
（生産、計画、コントロール）の管理、生産計画とコントロール、牽引ドライバー、梱
包から成る。

２０２２年にDharma Polimetal社として技能に関するリストを作成。このリストの作
成にあたっては、Triputra Model Competency とSKKNIを参照。現在作成しているの
は、溶接とプレスの技能に関するリストである。
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生産計画とコントロールの事例

PT. Dharma Poliplast社は毎年、求職者向け実習（マガン）プログラムを実施している。
このプログラムは、求職者、職業専門学校の卒業生に対して、会社での実際の職業につ
いての経験を得る機会を与える。
求職者向け実習（マガン）の科目は、社内での技能標準や、SKKNIに参考して設定され
ている。実習は６か月間実施し、プログラムの最後に技能に関する試験を行う。試験は
Dharma Polimetal社の技能検定場で実施する。

6. PT. Dharma Poliplast (DPP)

7 (1) 求職者向け実習（マガン）プログラム
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 求職者向け実習（マガン）のプロセス

(2) PT. Dharma Poliplast (DPP)の求職者向けの実習制度（マガン）プログラム
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プロセスエンジニアの技能事例

2023年現在、エンジニアリングに関する技能リストを作成しており、既存SKKNIを参
照。エンジニアリングの技能としては、プロセスエンジニア、商品開発、成形エンジ
ニアと資材エンジニアが存在する。

 ２０２２年にPT. Dharma Poliplastは技術的な技能リストを作作成した。この技能リス
トの作成については、Triputra Model Competency とSKKNIを参照した。



Good Practice of SKKNI

8

  7. その他の企業における事例

(1) 人材育成に対する貢献
 会社としてはすそ野の広い技能を身に付けてほしいと考えており、トレーニングセンタ
ーを立ち上げてプラントの維持補修に関する社内での資格制度を作っている。【化学】
オペレーターと補修の部門は組織上は分かれているが、異常については初期段階の兆候
を発見し、簡単な補修はオペレーターが対応できるようにしたいと考えており、オペレ
ーターに補修の技能を身に付けさせようとしている（ノウハウの横展開）。【化学】

(2) 人事制度への基準認証制度の活用

SKKNIについては、人事関係のマネジメントの資格を、スーパーバイザー以上が取得す
ることになっている。資格を取得することで、すぐに待遇を上げるわけではないが、従
事することができる業務が増えるため、間接的に待遇面で有利になっている。【機械】
SKKNIについては、労働安全衛生に関する取得が義務付けられている資格は取得させて
いる。この他、溶接に関しては外部の資格を取得させ、その結果を総合的な人事評価に
も反映させている。特に、溶接の技能向上については客先の関心も高く、厚板溶接に関
する技能の大会が開催されている。【機械】

(3) マガン制度の活用

マガン生については、フォークリフトの免許や危険物取り扱いの資格を取得推奨。【機
械】


